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　　　私のこの胸が真っ赤に燃える







「二十八年前の団長を知りたい」

　──何故そんな具体的なのか。

　本気ガチの真顔でそうのたまってきたティオネに、アイズやレフィーヤは若干恐怖を覚えた。

「どうしてそんな具体的なんですか……？」

「うん……具体的すぎて、ちょっと怖い……かな」

「ロキとかリヴェリアとかガレスしか知らない団長の凛々りりしい少年時代をっ、私も知りたいって言ってるのよ～！」

　街路に面したカフェテラス。

　最近鍛練に明け暮れていたレフィーヤが『学区』の一件を契機に、少しゆとりのある生活を送るようになったので、アイズ、ティオナ、ティオネを含めた恒例の四人娘は久方ぶりに全員で昼食を取っていた。

　そして最後までばくばくと食べていたティオナの食事が終わり、少し経った頃、尊敬するフィンのように静かに紅茶を飲み干したティオネが、先程の言葉を切り出してきたのである。

「二十八年前！　つまり団長十四歳！　そんなピチピチな時期に、団長とロキは【ファミリア】を結成したんですって～！　嗚呼、私が知らない可愛い十四歳の団長っ、今より生意気だったのか、それとも今と変わらずご立派だったのか……あ～っ、想像が膨らむっ！　散々膨らんで、結局生ナマの十四歳団長を目にすることのできないクソな現実に絶望してるのよ～～～!!」

「ティオネさん、団長達が昇格ランクアップしてから、一層昂たかぶるようになりましたよね……」

「何よ、レフィーヤ達だって気になるでしょう!?　あんた達が大好きなベル・クラネルと同じ十四歳なのよ!!」

「──は？　何でそこであのヒューマンが出てくるんですか？　というか私とアイズさんが大好きとか嘘偽りを言うのやめてもらっていいですか？　ティオネさんといえど許せないんですけどティオネさん？　ねぇティオネさんっっっ？」

「こわい……レフィーヤも、こわいよ……」

　突込担当レフィーヤがまさかの闇堕ちをして深刻のツッコミ不足に陥り、天然担当のアイズが場を制御しなければならないという地獄絵図、もとい無理難題の状況を呈する。ティオネはティオネで「あ～～～んっ、団長ぉぉぉぉ～～～！」と熱情パトスを燃やし続ける無敵モードに入っており収拾がつけられない。

　熱気やら殺気やら暗黒やらを撒き散らすカフェテラスから速やかに人々が遠ざかり、アイズが激しく居た堪れなくなる中、お腹が膨れて眠くなっているのか、ぐでーとテーブルに頬を付けてだらけていたティオナが、ぼそっと呟いた。

「ロキが始めて会った時、フィン、三つ編みだったらしいよー」

「──みっ、みっっ、三つ編みっっっ!?　団長がぁぁぁぁぁぁ!?　うああああああああッ見たいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぅいッッッ!!」

「ティオネ!?」

　とうとう椅子を飛ばして立ち上がるティオネが暴走し、その場から無限の闘走とうそうに移った。

　服飾店に駆け込んで髪留めを鷲掴みできるほど購入し、Ｌｖ.７に到達した小人族パルゥムの頭髪を無理やりアミアミしに行こうとする三つ編みモンスターを、アイズと正気を取り戻したレフィーヤが、全力で押さえ込むのだった。




　三首領の偉業に沸くオラリオ市民は一部始終を目撃し、「「「やっぱり【ロキ・ファミリア】やべえ」」」と口を揃え、女戦士アマゾネスに吹っ飛ばされる元卒業生レフィーヤをたまたま見てしまった『学区』の生徒ルーク達がガタガタ震えたとか青ざめなかったとか。

　最後に、あくびをするティオナだけが、静かに寝息を立て始めるのだった。
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